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新・今日の作家展2023ここにいる ― Voice of Place
9/16～10/9
毎年テーマを設定して同時代の作家の作品を展覧し、現
代美術の表現を探る「新・今日の作家展」。
今回の出品作家は、土地や場に着想を得て制作する来田
広大、古橋まどか
主催 ： 横浜市民ギャラリー

PHOTO PAL CLUB 第2回 写真展
12/20～12/25　10:00～17:00　※最終日～15:00
13名の会員各自テーマを設定し、写真作品5点で表現、66点展示
主催 ： PHOTO PAL CLUB

橘学苑高等学校デザイン美術コース
第18期生卒業作品展
12/23～12/25　10:00～18:00　※最終日～12:00
橘学苑高等学校デザイン美術コース生徒34名の卒業作品の展示
主催 ： 橘学苑高等学校デザイン美術コース

五十嵐義昌の色鉛筆画の世界
1/9～1/14　10:00～18:00　※初日14:00～、最終日～14:00
色鉛筆で40号を主に風景や心象を油彩や日本画風に描く
主催 ： 五十嵐 義昌

令和5年度 横浜市立学校総合文化祭 
小学校児童書写展・中学校書写展
1/17～1/21　10:00～17:00
横浜市立学校の児童生徒が平素学習した書写作品を一同に展示
主催 ： 横浜市教育委員会 学校教育企画部 小中学校企画課

令和5年度 横浜市立学校総合文化祭 
図画工作・美術・書道作品展
1/24～1/28　10:00～18:00　
横浜市立小、中、高、特別支援学校の児童生徒による作品展
主催 ： 横浜市教育委員会事務局 学校教育企画部 小中学校企画課

神奈川県高等学校定時制通信制生徒作品展
1/31～2/5　10:00～18:00　※最終日～14：00
神奈川県高等学校定時制通信制の生徒による作品展
主催 ： 神奈川県高等学校定通教育振興会

川へのドア
1/31～2/4　10:00～18:00　※最終日～17:00
「横浜国立大学教育学部美術科」卒のメンバーによる絵画等作品
主催 ： 川へのドア

第3回 外苑キャンパス展
10/3～10/9　10:00～18:00　※初日13:00～、最終日～15：00
京都芸術大学、通信、洋画コース卒業生による展覧会
主催 ： GAL 2018

Abox展2023
10/5～10/9　10:00～18:00　※最終日～15：00
写真の概念にとらわれない、気鋭の集団によるグループ展
主催 ： Abox Photo Academy

第34回 神奈美会員展
10/10～10/15　10:00～17:00　※初日13:00～、最終日～16：00
コロナ禍も発表し続けてまいりました。会員の作品を発表
主催 ： 神奈川美術協会

第53回 公募文化書道神奈川県連合会書道展
10/11～10/15　10:00～17:00　※最終日～15：00
県内の社会人、学童による書道作品を展覧し、書道文化を
広めたい
主催 ： 文化書道神奈川県連合会

春陽会神奈川 春陽会展
10/18～10/22　10:00～17:00
神奈川県在住のメンバーによる油彩、テンペラ画等約100点
主催 ： 春陽会 神奈川研究会

横浜市民ギャラリー展覧会スケジュール 2023年10月～2024年1月

第16回え塾展
10/24～10/29　10:00～17:00　※初日13:00～、最終日～15:00
大人のための絵画教室え塾の教室展。油彩、日本画、水彩
等を展示
主催 ： 横浜美術学院/え塾

鎌倉・横浜スケッチ会 秋季展
10/24～10/30　10:00～17:00　※初日13：00～、最終日～15：00
「古都鎌倉・港町横浜」をテーマにした、水彩風景画200点
主催 ： 鎌倉・横浜スケッチ会

第25回 浄雲会佛像彫刻展
10/24～10/30　10:00～17:00　※初日12:00～、最終日～15：00
丹精込めて彫った「佛師と生徒の佛像彫刻展」150点余り
主催 ： 浄雲会

第35回 雨聲会横浜書展
10/25～10/29　10:00～18:00　
子供の半紙作品や、淡墨を中心とした一般の書道作品を展示
主催 ： 雨聲会 横浜支部

第79回ハマ展
11/1～11/12　10:00～17:00
洋画部、日本画部、彫刻立体部、写真部の会員会友及び一
般公募作
主催 ： 横浜美術協会

横浜三大学連合写真展
11/14～11/19　10:00～18:00　※初日13:00～、最終日～15:00
横浜市内３大学の写真部で写真展を行います！
主催 ： 横浜三大学写真連合

第1回 美・QU展
11/14～11/19　11:00～17:00　※初日13:00～最終日～15：00
人物、風景、静物、仏像の油彩、水彩、日本画、立体約60点
主催 ： 美・QU会

10月

11月

Art School +Yokohama Student 
Exhibition.No.10
11/15～11/19　10:00～18:00　※最終日～16:00
アートスクール横浜に通う生徒の絵画作品展示発表会
主催 ： 株式会社 雪下堂美術(アートスクール横浜）

第62回 神奈川旺玄展
11/21～11/27　10:00～17:00　※初日14:00～、最終日～15:00
企画展では初めての版画展を同時開催。作品数は170点
主催 ： 一般社団法人 旺玄会 神奈川支部

第36回 神奈川書家三十人展
11/29～12/4　10:00～18:00　※最終日～14：00
第36回 神奈川書家三十人展 & かながわ書道キッズコンクール
主催 ： 神奈川新聞社

art viewing …vol.5
11/29～12/4　10:00～18:00　※最終日～16:00
形態にとらわれず、多様な表現に挑戦する集団<み>る会の展示
主催 ： 〈み〉る会

個展（写真）バリ島の不思議
11/29～12/4　10:00～18:00　※最終日～15：00
バリヒンドゥの文化を独自に表現し、大きなキャンバスに33点
主催 ： 奥村よしひろ

第62回 神奈川県女流美術家協会展
12/6～12/11　10:00～17:30　※最終日～15:00
女性だけの公募展。油彩画、水彩画、立体等、約200点を展示
主催 ： 神奈川県女流美術家協会

第60回 高等学校書道展
12/13～12/17　10:00～18:00　※最終日～16:00
高校生による書作品の展示。県内公立、私立高校より約800点
主催 ： 神奈川県高等学校文化連盟 書道専門部会

第50回 高校生写真展
12/20～12/24　10:00～18:00　※最終日～15:00
神奈川高写連加盟の高校写真部員が制作したパネル作品約300点
主催 ： 神奈川県高等学校写真連盟
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新・今日の作家展2023　ここにいる―Voice of Place
New "Artists Today" Exhibition 2023 Voice of Place－Here I am

※2023年6月15日の時点の情報です。主催者の都合等により変更されることがありますので、来館前に最新情報をご確認ください。

2023

黄金町エリアマネジメントセンター 「日ノ出町駅」
「黄金町駅」催し物ピックアップ 最寄駅 京急線

《From Our Hands To Our Many Mouths》
2018年、スピーク・クリプティック

撮影：笠木靖之

このパンフレットは、カーボンオフセットにより制作に伴うCO2排出をゼロにしています。
オフセットクレジットの提供者 ： アズビル株式会社

横浜市民ギャラリー オンラインコンテンツのご案内

［2階]

［3階]

［全室]

［2階A]

［2階]

［地下1階]

［3階]

［全室]

［全室]

［2階]

［1階/2階/3階]

［2階/3階]

［1階]

［地下1階]

［1階]

［3階]

令和5年5月8日付で横浜市文化施設における新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインが廃止となりました。
これに伴い当館においても新型コロナウイルス感染症対策に関するご協力事項について運用を終了いたします。

横浜美術館（休館中）

東急田園都市線
横浜市営地下鉄

催し物ピックアップ

横浜市民ギャラリーあざみ野催し物ピックアップ 「あざみ野駅」

［お問合せ］横浜美術館 仮事務所　〒220-0012  横浜市西区みなとみらい4-3-1　PLOT 48
　　　　 TEL 045-221-0300 FAX 045-221-0317　https://yokohama.art.museum/

最寄駅

みなとみらい線「みなとみらい駅」
JR「桜木町駅」最寄駅

「みるみるアート ここはどこ？」より

写真と俳句展　～ 小学校5年生たちのまなざし ～

オンラインでアートを楽しんでみませんか？
横浜市民ギャラリーでは、展覧会や所蔵作品をより楽しんでいただけるよ
う、オンラインでご覧いただける動画や読みものの充実、また調査研究に役
立つ情報の公開に取り組んでいます。どうぞご活用ください！

■「見て、聞いて、知る」を楽しみたい方へ

Koganecho International Artist’s Network 2023
誰も知らないアーティスト
2023年9月29日（金）～10月29日（日） 11：00～19：00 
休館日：月曜日　※月曜祝日の場合は翌火曜日

横浜市中区の黄金町エリアで開催される秋の展覧会。今年は東アジア・東
南アジアの6都市と日本の東北エリア、そして黄金町で活動しているアー
ティストら、総勢22組が参加します。地方都市で活動すること、そしてそれ
らに共通するコミュニティの課題とは何か。多国籍な街・黄金町で新たな文
化交流の可能性を探ります。

横浜美術館コレクション鑑賞アプリ「みるみるアート ここはどこ？」 無料提供中
2024年3月31日まで
「みるみるアート」は、横浜美術館の幅広いジャンルのコレクション作品を手
軽に鑑賞できるアプリ。10歳の子どもが理解できるやさしい日本語による
説明に加え、大人も満足できる解説も完備。「ここはどこ？」という問いかけ
から始まる、新しい鑑賞体験をお楽しみください。

利用方法：URLまたは二次元コードからアクセス（ダウンロード不要）
URL：https://yma.art-dx.nri.co.jp
開発特別協力：株式会社野村総合研究所

2022年度開催時の様子
Photo:Masanobu Nishino

［お問合せ］〒225-0012  横浜市青葉区あざみ野南1-17-3  
　　　　 アートフォーラムあざみ野内
　　　　 TEL 045-910-5656　FAX 045-910-5674　https://artazamino.jp/

来田広大《Rooftop drawings －Mt. Popocatépetl (Mexico City)》2017年

古橋まどか《焚く、枯ぶ、渡る》2022年 「DOMANI plus @愛知『まなざしのありか』展」（Minatomachi Art Table, Nagoya） 展示風景
撮影｜大塚敬太＋稲口俊太 画像提供｜Minatomachi Art Table, Nagoya

1月
2024

［お問合せ］特定非営利活動法人黄金町エリアマネジメントセンター
　　　　 〒231-0054　横浜市中区黄金町1-4先 高架下スタジオSite-B
　　　　 TEL 045-261-5467　FAX 045-325-7222　https://koganecho.net/

アーティストの制作背
景に迫る貴重なインタ
ビュー映像（「新・今日
の作家展」出品作家、
当館所蔵作家など）を
公開しています。

インタビューアーカイブ
当館情報誌『横浜画廊
散歩』（隔月発行）の表
紙に掲載されている所
蔵作品の解説をご覧い
ただけます。

「今月の1点」

当館の約1,300点の所
蔵作品情報を検索でき
ます。文字情報に加え、
作品のサムネイル画像
の公開を順次進めてい
ます。

収蔵作品検索
1964年の開館以降、当館で開催された展覧会やその他イ
ベント情報のアーカイブ。現在、主催事業を中心に部分的
に情報を公開中。今後、公開範囲を順次広げていきます。

事業アーカイブ
■自分で調べて深めたい方へ

2023年10月7日（土）～10月15日（日） 10：00～18：00　
会期中無休

近隣の慶應義塾横浜初等部と横浜市立山内小学校の5年生を対象に行っ
たワークショップの成果として、子どもたちが撮影した写真に自作の俳句を
添えて展示します。200人以上の子どもたちそれぞれの日常の中で切り取
られた「いま」の情景が浮かび上がります。



開  催

横浜市民ギャラリーゆかりの作家たち　vol.27　松本旻

松本旻《配置（転回W9）》1991年 木版 82.7×81.5cm 
横浜市民ギャラリー蔵

横浜市こどもの美術展2023
4年ぶりの大盛況！約1,386点の作品が一堂に

報  告

横浜市こどもの美術展2023
2023年7月21日（金）～30日（日）全10日間
10：00～17：00
横浜市民ギャラリー　展示室B1～3

出品作品：夏部門631点、
　　　　 自由テーマ部門755点＝合計1,386点
入場者：展覧会10,244名、イベント14名、
　　　 ボランティアのべ68名、
　　　 インターンのべ7名＝合計10,333名

関連事業：
こどものためのコレクション展「いろのいろいろ」
みんなでつくるコーナー「どんどんひろがる！あおいろのカベ」
プレワークショップ「すてきなあおいろの紙をつくろう」 6月25日（日）

主催 ： 横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団／  
           西田装美株式会社 共同事業体）
後援 ： 横浜市教育委員会

毎年恒例の「横浜市こどもの美術展」は、今年で55回目の開催となりました。今年も横浜市内
在住・在学の12歳以下の子どもたちの絵画作品を募集。今年のテーマである「夏」部門と「自
由テーマ」部門、あわせて1,386点が集まりました。2020年以降、コロナ禍での展覧会の中止
や規模の縮小がありましたが、今年は4年ぶりに当館の1階から3階まで、展示室が子どもたち
の作品でいっぱいに！会期中には思いをこめて描いた作品が展示された様子を見に、大勢の子
どもたちやそのご家族などが来場しました。
また会期中、地下展示室では2つの関連イベントを開催。昨年度からスタートした「こどものた
めのコレクション展」は、美術鑑賞が初めての子どもたちも、「色」をめぐる様々な視点から気
軽に美術に親しめる機会となりました。誰でもその場で参加できる「みんなでつくるコーナー：ど
んどんひろがる！あおいろのカベ」では、会期が進むにつれ展示室が爽やかな青色の空間に変
化していきました。会期前に実施したプレワークショップで子どもたちが空や海をイメージして
つくった青色の紙も、会場をにぎやかに彩りました。これらのイベント運営にあたっては、中学
生以上の幅広い世代のボランティアのみなさん、学生インターンが活動し、展覧会を一緒に盛
り上げてくださいました。

新・今日の作家展2023 ここにいる―Voice of Place
New “Artists Today” Exhibition 2023  Voice of Place－Here I am

「新・今日の作家展」は、横浜市民ギャラリーが開館した1964年から40年にわたり開催した
「今日の作家展」を継承し、同時代の作家の表現を紹介・考察しています。今回は「ここにいる－
Voice of Place」を副題に、2名の作家を紹介します。
来田広大は、土地や場所と人との関係を探るため、山等におけるフィールドワークをひとつの拠
点としています。そこから臨む風景を地図と捉え、作品に対峙した際「今ここにいる」という自
覚を導く、チョークを用いた制作を中心に行っています。古橋まどかは、自身に関わる地域や場
所の中にある自然や人工物の変遷や軌跡に着目し、自身の経験との関係性を掘り下げます。リ
サーチをもとに、立体や映像、収集物を用いたインスタレーションを発表してきました。土地や
場には、歴史が紡がれるための時間と、そこで暮らしてきた人 ・々生物の身体や記憶、生まれ
継承されてきた物事等、数多の要素が内包されます。それら全てが可視化され残るとは限りま
せんが、作家はそうした要素に眼差しを向け制作します。コロナ禍を経た今、2名の作品に相対
することは、土地や時間に思索を巡らせ、自己や他者に対する内的な気づきをもたらすこと
でしょう。
※新型コロナウイルス感染拡大状況、その他諸般の事情により、展覧会および関連イベントの内容が変更となる場合があります。
　ご来場前に必ず当館ホームページまたは電話で、最新の情報をご確認ください。

松本旻さん（1936～2020年）は、大阪府生まれ。10代から浮世絵の摺師として働くなか、1950年代後半
より版画や油彩などの制作を始めました。抽象的な表現や、新聞や広告のイメージを基にした作品を経て、
1975年には風景写真を網点に分解して表した版画作品により、第11回リュブリアナ国際版画ビエンナーレ
でグランプリを受賞。その後、色点の配列に特化したシリーズ
等、さらに抽象度を深化させた制作に取り組みました。当館で
は1970年に「新・今日の作家展」の源流である「今日の作家
展」に出品しています。
《配置（転回W9）》（図版参照）は、この夏に開催した「横浜市
こどもの美術展2023」の「こどものためのコレクション展」でも
ご紹介した木版画の作品です。約80cm四方の大きな正方形
の画面の中に4色の色点が整列する本作は、一つの版を色を
変えて90度ずつ回転させ刷り重ねたシリーズの一作です。961
個の色点は、中心の1つをのぞいて重なりや抜けもなく、緻密な
計算のもと配置されています。一見ランダムに並べられたよう
にも見えますが、回転から生じる規則性がリズムをもたらし、版
を介した複製芸術である版画の本質が立ち現れてきます。

会場の様子。展示室いっぱいに作品が並びました。　photo: Ken KATO

関連イベント

出品作家

来田広大
KITA Kodai

古橋まどか
FURUHASHI Madoka

新・今日の作家展2023 ここにいる―Voice of Place
2023年9月16日（土）～10月9日（月・祝）会期中無休
10:00～18:00（入場は17:30まで）
横浜市民ギャラリー展示室1、B1　入場無料
主催：横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団／西田装美株式
  会社共同事業体）
協力：愛知県陶磁美術館、板室温泉大黒屋

こどものためのコレクション展「いろのいろいろ」
photo: Ken KATO

プレワークショップ「すてきなあおいろの紙をつくろう」

みんなでつくるコーナー「どんどんひろがる！あおいろのカベ」
photo: Ken KATO

ボランティアとインターンが来場者を迎えました photo: Ken KATO

●鼎談「うごき／Mover
　たがやし／Cultivar
　つくること／Crear」
来田広大×荒井規向（ラテンアメリカ研究者）×
藤本悠里子（キュレーター/コーディネーター）
9月16日（土）13:30-15:00
会場：4階アトリエ

●対談「喪、庭、生きること―日常について」
古橋まどか×野上貴裕（東京大学大学院総合
文化研究科博士後期課程）
9月30日（土）14:00-15:30
会場：4階アトリエ

●学芸員によるギャラリートーク
10月7日（土）14:00-14:30
会場：展示室1、B1

来田広大《Crawl #1》2022年
キャンバスに黒板塗料、チョーク、コンテ 91.0×91.0cm  
撮影｜吉本和樹

来田広大《歩荷》2022年 「いちはら×メキシコ 月出工舎国際交流企画展『旅のかたち』」（市原市）展示風景　協力｜荒井規向　撮影｜吉本和樹

古橋まどか《El Nadir》2019年（オアハカ現代美術館／メキシコ）展示風景　撮影｜Alfredo Orozco Arellanes

子どものためのアトリエ講座

クリエイティブな時間を過ごす　大人向けの講座

予  告

予  告

子どものためのアトリエ講座「ハマキッズ・アートクラブ」では、小学生以下の幼児・児童を対象
に、造形を中心とする講座を年に10回開催しています。子どもたちに「自分で考える」「自分で
きめる」「自分でする」ことの楽しさや醍醐味を体験してもらい、アートを通じて大人になるため
に必要な自立心を育むことを目的とする講座です。

コップとお皿でつくってみよう

大竹美佳（造形作家）

年少～年長児と保護者　12組（抽選）

一組1,500円（材料費込）

2024年1月24日（水）まで

プラスチックのコップやお皿を組み合わせて、すてきな飾りをつくってみよう。

2024年2月10日（土）10:30～12:00

着衣クロッキーCコース〈全4回〉

2023年11/17（金）、24（金）、12/1（金）、8（金）
14：00～16：30 ※初回のみ13:45～

「ハマキッズ・アートクラブ」「大人のためのアトリエ講座」の詳細・申込方法等は、ホームページまたはチ
ラシをご覧ください。

2023年度後期

モデル（着衣）を目の前に、参加者のみなさんが、それぞれの
ペースや目標でクロッキーに取り組む時間です。
５、１０、２０分と時間を変え、いろいろなポーズを描きます。
講師による指導はありませんが、担当スタッフが在室します。

「背守り」をつくる －子どもの元気な成長を願う－ 〈全1回〉

2023年12月2日（土）14：00～16：30

“魔物は背中から忍び寄る” 私たちのご先祖はそんなふうに考えました。だからお母
さん達は子どもの魂を守るために、着物の背中に小さな魔よけの印を縫い取りま
した。この縫い「目」が、魔物を睨んで追い払う。これが「背守り」です。講師と
一緒に、文様に込められた意味を学びながら、実際に背守りを縫ってみましょう。

講師参考作品

講座イメージ

講 師

対象・定員

参 加 費

受付期間

横浜市民ギャラリーでは、創作活動やレクチャーを体験することができる「大人のためのアトリ
エ講座」を開講しています。ギャラリー最上階にあるアトリエにて、身近にアートを感じながら、
さまざまなクリエイティブ体験がお楽しみいただけます。

※いずれも参加無料、申込不要

編集・発行 ： 横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団/西田装美株式会社 共同事業体）　発行日 ： 2023年10月1日　デザイン ： 太田博久

©Yokohama Civic Art Gallery

横浜市民ギャラリー

【送迎車時刻表】
JR桜木町駅発 横浜市民ギャラリー発
 9   45
10 00 20 40
1 1 00 20 40
12 00 20 40
13 00 20 40
14 00 20 40
15 00 20 40
16 00 20 40
17 00 20

10 10 30 50
1 1 10 30 50
12 10 30 50
13 10 30 50
14 10 30 50
15 10 30 50
16 10 30 50
17 10 30 45
18 00

ご利用ください　無料送迎車サービス
JR桜木町駅 ⇔ 横浜市民ギャラリーを巡回
お身体の不自由な方・高齢者の方に配慮した送迎車サービスです
（健常者の方もご利用いただけます）。
送迎車の定員 ： 9名（車いす1台を含む）
桜木町駅東口タクシー降車場看板付近に停車します。
※状況により運休等の場合があります。必ず運行状況を事前に
　ご確認の上、ご利用ください。

〒220-0031横浜市西区宮崎町26-1
TEL 045-315-2828　FAX 045-315-3033　https://ycag.yafjp.org/
10：00～18：00 原則毎月第3月曜日、年末年始休館
 　https://facebook.com/ycag1964         @ycag1964

JR桜木町駅東口タクシー降車場看板
付近から出発  ※下記地図をご覧ください。

※運行時刻は9時45分桜木町駅始発、18時00分横浜市民ギャラリー最終発です。ただし展覧会初日と最終日や
展示室の利用時間によっては、始発・最終発の時刻が変更となったり、運休する場合がありますので必ず事前に
ホームページか電話等でご確認ください。※原則第3月曜日、年末年始は休館日のため運行がありません。また、
展覧会のない日も全便運休です。 ※交通事情、天候、施設状況等により運行が変更になる場合があります。

電車でのアクセス
JR・市営地下鉄「桜木町駅」から徒歩10分  ※紅葉橋交差点を過ぎて左斜め❶の道を進みます。
京急「日ノ出町駅」から徒歩8分※野毛坂交差点を戸部方面に右側歩道を進み❷の坂道を上がります。

バスでのアクセス
市営バス103・292系統「戸部1丁目」「野毛坂」から徒歩2～4分／市営バス89系統「野毛坂」から徒歩4
分／市営バス8・26・58・101・105・106系統「紅葉坂」から徒歩7分

送迎車サービス
お身体の不自由な方、高齢者に配慮した無料送迎車サービスです。桜木町駅東口タクシー降車場看板
付近★に送迎車が停車します。運行スケジュールや定員等は当館ホームページをご覧ください。

駐車場
有料、予約制［予約専用tel.045-315-4440｜1週間前から受付］

※詳細は当館ホームページをご覧ください。
※出品作家2名のインタビューを事前収録し、
Webと会場で公開します。

あきら

古橋まどか《焚く、枯ぶ、渡る》2022年 「DOMANI plus @愛知『まなざしのありか』展」 展示風景（Minatomachi Art Table, Nagoya）
撮影｜大塚敬太＋稲口俊太　画像提供｜Minatomachi Art Table, Nagoya

大人のためのアトリエ講座

下中菜穂（造形作家、もんきり研究家）

18名程度（応募多数の場合は抽選）

2,500円（材料費込）

11月9日（木）必着

講 師

定 員

参 加 費

申込締切

20名程度（応募多数の場合は抽選）

6,500円（全4回分）

10月25日（水）必着

定 員

参 加 費

申込締切

自分のアバター（分身）をみつけよう

志村信裕（映像作家）

小学1～3年生と保護者　10組（抽選）

一組1,000円

2024年1月4日（木）まで 

2024年1月21日（日）13:30～15:30

講 師

対象・定員

参 加 費

受付期間

モノをよくみて、自分の分身になるものをみつけたら、そのことをみんなでお話ししてみよう。
自分の意外な一面がみつかるかも。

せ　　まも

（下中先生より）




